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 要  旨 
 
近年，地球温暖化防止，環境負荷物質の低減といった環境問題を背景に燃費，
排気に関する規制が強化され，省エネルギー対策やリサイクル対策といった地球
環境への配慮が必要不可欠となっている．そこで，今後更なる燃費向上に向けて，
アルミニウムの2/3，鉄の1/4の比重であるマグネシウムが注目され，部品材料へ
の置換が推進されている．しかし，構造材料としての実用化を考える上で，これ
まで以上に様々な疲労特性のデータの取得が必要となる．そこで，本研究では
AZ31,AZ61マグネシウム合金を用いて(AZ61は2種類のロットから試験片を作製し
たため，AZ61(L1)，AZ61(L2))，表面粗さが疲労特性に及ぼす影響を調査するため，
表面粗さおよび研磨方向の異なる試験片について高サイクル疲労試験を実施し
た．さらに腐食環境が疲労特性に及ぼす影響を調査するために，腐食を想定した
環境下での高サイクル疲労試験を実施した．以下，試験結果から得られた結論を
示す．  
[1] AZ61(L2)をき裂進展方向と平行な方向に研磨を施した場合，表面粗さの増
加に伴い，疲労強度の低下が確認された．しかし，AZ31，AZ61(L1)をき裂
進展方向と垂直な方向に研磨を施した場合，表面粗さの影響が疲労強度に表
れにくい．  また，いずれの供試材においても研磨により加工硬化層を取り
除くことで疲労強度の低下が確認された．  
[2]    パラメータモデルによって表面粗さを欠陥とみなし，AZ61(L2)の疲
労限度の予測を行った．Ry を用いて算出した場合，実験結果とほぼ一致す
る予測結果が得られたが，表面粗さが小さく，切欠きが破断の原因とならな
い場合の予測は困難である．  
[3] いずれの供試材においても，室温大気中では 110~160MPa で疲労限度を示す
のに対し，ろ過水道水を滴下した環境下の試験では，疲労強度が顕著に低下
し，σa=20MPa においても明確な疲労限度を示さないものが存在した．これ
は，室温大気中の疲労限度以下の応力振幅においても，腐食ピットが発生し，
そこからき裂が発生・進展したためである．  
[4] AZ61(L2)の高湿度環境下においては，室温大気中に比べ，疲労強度が顕著
に低下しなかった．これは空気中に入った水蒸気の絶対量が低く，試験片に
結露による水滴が付着しなかったためである．  
[5] いずれの供試材においても，室温大気中の低応力振幅の破面には起点近傍に
筋状模様が観察されたが，ろ過水道水を滴下した環境下の低応力振幅の破面
には起点近傍にタイル状の割れが確認された．   
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